
質  問  回  答

平成 26 年 6 月 23日

「（案件名）全世界無償資金協力の医薬品等の供与案件に係る事後評価」

（公示日：平成 26 年 6 月 11日／公示番号：140447 ）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 業務指示書 第９ プロポーザル

の評価

１ プロポーザルの評価基準

（２）評価対象とする業務従事者の

予定人月

第３ 業務実施上の条件

２ 業務量の目処と業務従事者の

構成

（１）業務量の目処

評価対象とする業務従事者の予定人月は 6.50MM とある

一方で、業務量の目処は国内 3.25MM、国外 3.00MMとあ
ります（合計は 6.25MM）。業務全体の分量は 6.50MM、
6.25MMのいずれになりますでしょうか。

業務従事者の業務全体の分量は

6.25MM であり、評価対象者の予定人

月も 6.25MM に訂正いたします。

2 第３ 業務実施上の条件

２ 業務量の目処と業務従事者の

構成

（２）業務従事者の構成

「プロポーザル評価対象者は対象案件の過半数を超える案

件数の主担当となる」とありますが、過半数を超えない案件

は、評価対象とならない業務従事者を配置してよいというこ

とでしょうか。他方、業務量の目処が計 6.25MM、評価対象
者とする業務従事者の予定人月は 6.50MM とあることか
ら、全業務従事者が評価対象になるとも想定されますが、

どのように理解したら宜しいでしょうか。

通番１の回答のとおり、業務従事者

の業務全体の分量は 6.25MM であり、

評価対象者の予定人月も 6.25MM で

す。

「プロポーザル評価対象者は対象案

件の過半数を超える案件数の主担当

となる」の部分を以下のとおり訂正い

たします。

「本業務は 2名の従事者を想定し、2
名を評価対象としている。3名以上の
業務従事者を認めるが、評価対象の 2



通番号 当該頁項目 質問 回答

名の MMは最低 4.8MMでなくてはな
らない。」

以 上


